
S.E.N.S（特別支援教育士）の会 北海道支部会 
２０２5年度 総会研修会（ハイブリッド開催） 開催要項 

 

１、趣旨 

  ２００７年、特別支援教育が本格的にスタートし、小中学校を中心に、特別支援教育の充実が進

んでいます。２０１８年には、高校での通級による指導も開始されました。しかし、まだまだ義務教育

段階を終えた高校以降の支援については、十分であるとは言い難い現状です。そこで、本研修で

は、東京共育学園高等部（通信制高校サポート校）・S-STEP板橋（自立訓練・就労移行支援・就

労定着支援事業所）代表理事である芹澤健二先生をお招きし、高校以降の発達障害のある子ども

の支援、社会への接続についてお話しいただきます。小中学校段階で支援にあたっている方におか

れては、子どもたちの将来像を描く良い機会になると思います。奮ってご参加ください。 

 
２、主催    S.E.N.S（特別支援教育士）の会北海道支部会 

 

３、後援予定  札幌市教育委員会 小樽市教育委員会 北海道教育委員会 

 

４、日時     

２０2５年５月２５日（日）   

９：00～ ９：15 支部会総会 （入室は 8：45〜予定   会員外の方も参加可能です。） 

 

９：15〜１２：30  講演「将来を見据えた支援〜縦のつながりを意識した支援の実際〜」 

講師：芹澤健二先生  S.E.N.S-SV・公認心理師 

東京共育学園高等部・S-STEP板橋 代表理事 

一般財団法人特別支援教育士資格認定協会 理事 

 

５、会場  札幌市生涯学習センターちえりあ ２階 中研修室２ 

        （札幌市西区宮の沢１条１丁目 1−１０） 

オンライン開催 

 

６、参加費 

  1,000円（対面参加の方は、当日お支払いください。） 

（オンライン参加の方のお振込み方法は、最終案内にてお知らせいたします。） 

  支部会員の方は、年会費（1000円）も合わせて、合計 2000円をお支払いください。 

 

 

７、参加者について 

 S.E.N.Sの会北海道支部会員及び特別支援教育に関心の高い方 

対面会場       60名 

オンライン参加   80名      （会員優先） 

 

 

 



８、お問い合わせと参加申し込み 

 下記の専用申し込みフォームまでお願いします。スマホからの登録も可能です。 

 

 https://forms.gle/kj931PYasEYpsAQ38 
 

お名前 ・ ご所属とお立場 ・ 連絡先アドレス 

（有資格者は登録番号）                  を入力してください。 

   

 申し込みフォームでのご登録が難しい場合は、同じ内容を以下の連絡先までお送りください。 

 S.E.N.Sの会北海道支部 事務局  米内山 康嵩宛 

  E-mail  hokkaidosens@gmail.com 

 

   ※参加の可否について、最終案内とともに、５月１８日頃に連絡いたします。 

（締め切りを５月１４日（水）とします。） 

 

９、その他 

  S.E.N.S有資格者のかたにおかれましては、全日参加されますと更新ポイント１P（特別支援教

育士資格更新規定 第 2条 Ⅸ－１より）が取得できます。 

 

～S.E.N.S とは～ 

 「特別支援教育士」“Special Educational Needs Specialist”略称：“S.E.N.S”（センス）

は、特別支援教育士資格認定協会が認定する LD・ADHD等のアセスメントと指導の専門資格で

す。  

特別支援教育士〔S.E.N.S〕の資格を取得するには、①一般社団法人日本 LD学会の正会員で

あること②LD・ADHD等の関連職種に所定の時間以上従事していること等が条件で、その上に、

③協会が主催する養成セミナーを受講して、規定のポイントを修得することが求められます。現カリ

キュラムでは、概論、アセスメント、指導、特別支援教育士の役割、実習の 5つの領域から合計 36

ポイントを修得することになっています。  

さらに、協会では、特別支援教育士〔S.E.N.S〕の資格を取得して 2年以上経過した人の中か

ら、LD・ADHD等の研究・指導実践に優れている人、各地域で LD･ADHD等の教育･支援活動の

中心となっている人に、「特別支援教育士スーパーバイザー〔S.E.N.S-SV〕」 の資格を授与して

います。 

協会では、S.E.N.S-SVを、専門家チームの一員として、LD・ADHD等のアセスメントや個別の

指導計画の立案・実施に関して周囲の人たちに指導助言でき、その地域の特別支援教育のリーダ

ーとして十分な実践歴を持つ人材、つまり、特別支援教育の「真のプロフェッショナル」として位置づ

けています。 

 

https://forms.gle/kj931PYasEYpsAQ38

